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On-Matsuri and the Sacred Art of Kasuga
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On-Matsuri and the Sacred Art of Kasuga

◎春日本適量蒼羅(部分)
[奈良･宝山寺]

春日鹿妻蒼羅
[奈良･西城戸町自治会]

展示期間12/27-1/15

鹿島立神影図
[奈良国立博物館]
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競馬図屑風(右隻) [奈良･春日大社]

春日権現験記絵披見台[奈良･春日大社]

公開講座

1月7日(土)

春日社旧社家の大東家文書と『皇年代記』
講師●藤原重雄氏(東京大学史料編纂所助教)

※開講は午後1時30分(会場は午後1時)0

会場当館講堂o聴講無料o定員1 94名(先着)o

午後1時より講堂入口にて入場券を配布します｡
※入場に際し､観覧券もしくはその半券をお示しください｡

展覧会のご案内

特別陳列｢お水取り｣

平成24年2月11日(土･祝)～3月18日(日)

◎冠笥[個人蔵]

◎権現講式[京都･高山寺]

観覧料金
一般　　　　大学生　　　高校生以下

個人　　　　500円　　　250円

団体(20名以上)　400円　　　200円

※満70歳以上の方､障害者手帳をお持ちの方(介護者1名を含む)は無料o
※子ども(中学生以下)と-緒に観覧される方[子どもといっしょ割引] ､

12月1 7日(土)の午後5時以降に観覧される方[レイト割引]は
一般400円､大学生200円｡

※成人の日(1月9日)は新成人の方は無料｡
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近鉄奈良駅下車徒歩約1 5分またはJR奈良駅･近鉄奈良駅から
市内循環バス｢氷室神社･国立博物館｣下車すぐ

Located ln Nara Park, 15 mlnUteS'walk east from Klntelsu Nara Stallon

From JR Nara or KlntetSu Nara Stat10nS, take the City Loop Bus to
HHlmuro jrn)a / Kokurltsu Hakubutsukan" bus stop

⑳恵贈悪党禦璽
〒630-8213　奈良市登大路町50(奈良公園内)

NTTハローダイヤル050-5542-8600
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